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談を受ける。A相談所での診断は「軽い自閉的傾向を持　　くまでも保育者が責任をとり処理するべきで，　「ここは

つ」ということで母勧指導と堕難輪酸で舗餐1（聯勲倖撰てでさレ」の姿鄭くずしてはいけな
の多動さが保育者にとって負担となり過ぎぬよう、母親と、　いし，又必要だったのではないか。多くを考えさせられ

一緒の通園をすすめられ，その指示に従っての通園が開　　る一場面であった。

始される・　　　　　　　　　7月・7噸談所に臨Aの購をくむと同時に・他
2）！年間の郷・

r＿・
「、一 好供の嫡鯵鱗する嘩忘れな噛ことのアドバ

　4月…』・保母の目は1し どうしても入園商壱なレ｛他の子　イス。「どう＝してA震だけ』という声に悩まされていた

供の方ぺ向いてしまい∫芝傍観内に見守るほずだった母親r時だけに，』何とかきり抜けられるかも知れないと勇気が

に殆ど依存してししまう結果となる。変化する興味のお　　わく。学期末の参観目にはひとり，部屋の後方でクミク

もむく ままに単独行動。水遊び，、砂遊びK夢中。、危険の　　ミをして遊んでいる。

ない限り自由にさせる。 自分の思い通りにな・らないと近　　　9月一・Aの母親と電車の話を1していることが多“と

くの子供に衝動的に暴力をふるうため目が離せ．ない。出　　愚いた「Cの祖母より突然電話がかかる。・ 保育者でもない

来るだけ叱らない方針でのぞんだが，・1それを守るために　　母親がど．ケして保育にかかわるのかるそんなために園に

腓非常な忍耐が必要だった。 随看！」・と鋭い母親の声　　通わせているのではないとの抗議があった。 Aの事は父
や打つ音がき こえて来る事もし擢し壱鵡、㌔降園時に飲むヤ　　母会のたびによく話し，理解して貰っている・とばかり思

クルトの時だけは入室し，，皆≧，緒に飲むか母親の姿が　　っていたのだが。早速家庭訪問し両親と話し合う6祖母

見えない≧捜す。 幼い顎から良くゴ緒に遊び‘親同志も　の一方的な解釈であったと黙解もとけ感謝して園に、戻

仲良しというBにとっても，1大好きなAの母親の存在は　　る。自由な製作に気ままに参加したり，母親と一緒に作

嬉しレ｝らしく，・3人だ．けの行動が目立ち，気になる。時　　ったり等少しずっ進歩がみられる。1母親には，より傍観

折り公園の散歩に行ぐが，本人は砂遊びの方が良く親子　　的な態度をとって貰う様指示。一方，つとめて保育者が

で留守番6』．　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかわる様努力する。お弁当が始まる頃，母親は帰宅，

　5月・1…，母親対象に開かれている教会学校にドある日　　降園時に迎えに来る。教会学校に出席してもら1う等少し

予告なしに母親が参加，Aは非常に不安定になり園庭，　　ずつ1人の時間をふやして行く。

2階，3階とめまぐるしく動き廻る。な：ん≧母親まかせ　　10月・ボ・…いよいよ母親なし「の園生活をスタートさせ

だったことか。 折りにふれ言薬をかけボ見っめていたつ　るら全く落ち曽く暇なく，一ただ追いかけ廻すといった感

もりだったが， ．関係のつレ》ていなかづた事を痛感する。　　じが続く。r目を離すと行方不明になってしまう。 中から

さすが母親，興味の持って行き方， タ柔ミγグ，・必ず1　　鍵をかけて本務室を占領したり，・ヤイクをとり上げて離

日1回は描かされる電寧の絵のみごとさ，、専門的ともい　　さない等，困った事が遊びの1つと、して 日に何度もくり

える電車に関する知識等々，・ 第三者の入るすきなし。親　　返される。1日必ず1度はとことんAに付き合い，スキ

子のかかわりこそ社会性の第［歩と考えジまかせておけ　　ソシッブをしてみる。全力で追いかけていづて，．く すぐ

ば安心と自分を納得させて据みる糖：、いやそれではいけ　　りまわしてみる。おこる時も本気で，出来るだけこわい

なレ堵思う気持が交錯する。階1， 撤』8 　　　　　　　顔をして 「A君OOしたがら先生おこるよ」1という。反

　 6月…弊毎週1回お弁当をはじめてみる5少し手をつ　　応にだんだん手答えが感じられるよ；うになるら、F、

ける程度だが本人ぱ満足している様子。，・電車博士のCが　　　11月……不可能とあきらめていた運動会に， 母親の付

気に入、㌦いつも隣に坐るが，いざ話す となる．と熱心にき　　き添いで入退場行進， かけっ・こ，玉入れに参加する。そ

いてくれる母親の側から離れられず，く自由遊びの時間は　　の後，1運動会の絵を描く時問に，初めて電車以外の絵，

母親につききりである。一こヤらちへ引き∫？けズ も自分の納　　フィールドを描 く5様子を見ながら1 課題も少1しずつ与

得する返答が得られないとゲすぐ戻らていってしまうb　えてみる。　　　　　　　　　　ポ、一ll …　、

ある日のこと・Aが帳児にじ礁熊轡デ舛てい　12月一’暇一参観日に母親の動見つけ』ると誼櫛こな
るのを目撃，かけ寄って「どうしたα危いでし≧1と　　づて抱きついたり，気甘えたり の行動をと二る。 大好きなB
注意を与えると母親があわてて，r 驚ずゆと見て燈ました　　の母親にも甘える。

が森相手が悪からたんです」と抗議。、あ1 く．まで，1その瞬　　　1月……特定の友達に固執し，隣に坐らないと気がす

間、しか見てい～訟かりた判断だった。いしか、し多，くの子供達　　まない。Aに何らかの好意を示した子に限るず気に入っ

を前にし1障の蔭と。保青者・とkしてひだK営ヨックだっ　　た子の隣であればレ、かなり長い間席についていられる。

た6自分の非は認める尋きだ。』しかし園での出来亭はあ　　泣かせた子に対し「泣いているの？」．と心配そ、うにのぞ
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一であると同時に，Aの場合は，母規が 叢鴬1こ籏揮的㌍子

供の中に入ったため・まるで ク夙不熊5名の保育考がい

る様でめう鳶6ぞの蛮は，1新任㊨保育考に、とっ ては，・ 気

起な、る存在であり）一 エ．日中碧r部始終琶）言動を見ら簸て

㍉いると感ず番精神瞼負卑は椙…呉のもρであしったよう・で孝・

る6 r方璋任としてはゼ「！今のこ、と は母親にかせておけば

＝安心」 ですま量でレまラな部分敵多かつたこ．と嫉否めな

1い6、保育室内での揖親の役魁り争、・保育者の役割りを両者

」がきちルζ理解している1こ二とカミ必要なことを痛感すうg

　種々の問題を持ち執がら・もダみg録育がr応の成功を
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1てもプ他の子供に対し障．もr日Φ保育琴悔恨を残すこ 「ζ
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　④専門家との連携で産今Aに何をしてやる尋きがの

二指標がヂあま、り迷う・こ賓なく』自分g中睡得られてヤ・た1こ
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当（ゆ，』乳飲夢子を抱えつつも」毎日避われた母親自身の著

る｛しレ》変イ仁6、r
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、一 ）』国のシステム匿Pいfて溶燃， ㌦』ひ歴 1・、

　察例Eが3年保育に」入園 レた当時の園Q保酬熊峠“

園全体が5つのファミリー（クラ不でに．なく遜．魯？の家

族の様なちのと考卑ヌ：喚る）に分かれタぐ腔ぞ鈴の7ア

ll §り rは・1、3ん5歳の子供30人‘』（2 人の障害児を含な）

ξパ2人の保育者で構戒されてヤ♪き致自由な活／動．とオ7

ブン弓爵営ステみでヂ子β賊ぎフ匁アニ苺リ1㌘卜登；だわ」らず，．気

り合う、仲間や保育者と∋、自分¢）選拶万活動ゑ娃ぎな場所

でつ㌧く、っ．誓行く1こ と1をねら，っ表画のである。い甲』ト

　・しか し， 子供達にと っ1て，＝フ・プミリ 、一 〉壁は意外乾こ大

きな、も、のであり銚なかなかそ㊨童識をと1り嫉らえずに叉

小さな輪で遊ぶこと参多かグた。、 ・r

．・
年後，㌧フブミ． りぐ一、の意識を最少限に、くヤぐ』めうた

め，新たなシステムがとられた。即ち，。．マグ2ミツ〔り規

模を小さくし，3鰍5歳の子供珍守3・人・！（障害児r、1）人を

・含む）之ジ保育者1ノ～Φ7フ㌧ミッ1懸ヵζ1q緯頚Fられφ』年粗

のフフミr』リーが2つの部遷を共有1する．とい う・もの、で海

．る61この方脚む今のと、銑ろ成功』レてお．りう・ 部屋を共有

す為 メ1ソペー．魁60人hる，なめ・ 、・7ア ミツ7に』と らわれ

ずヂ自分琴合・づた友達≧出合、う芦≧が以前よ1ワ可能にな

ラ、為δ・又，保育者自身もフγミ ミッーにこだわ危ずレ：与

人が（1gのチ、一ムと して，時に1判0人で｝：全体ρ子供の

動き｝を打う合せ』ながら，年長児の活動に？き1あf？た汐鋭

年中‘、‘年少児ぐやρ二くり避んだ・リタいとk・う1よ1う㌍動くこ

豊ができ」ガその結果チ大きな流れが園内につ、られよ；うに

款ラたφ一 ㌧r”・：r’ ∵　一』き　く 』 二＝ r　lシ．・

　以上のように・たてわりで・しか もクラろの枠を取り

払い，自由に遊ぶという園生活であるがず丁わ艘れ診が，

このよ うなシろテムき考え出しな根拠は次のよ う蓼もの

で毒る。5 　 一” ∵一 び㍉、』 一r
㌔

（ユ）：子供瞳外々、ら規制され惹こと、な 《逐：．1自分斉；任1ξ雑

．ζ場や環擁㌍あればゼ必ザ自分の求夢∫ヤ♪ 亙（必更1と レ

ている）活動や友逮をヤヤッテ 熔、、そ碩中で成艮 し江k・

くものであること。　　　　　　、， 、崇ン、1＝： l
冥；ぐ

　（2）　自分の力のみで行動化できない子洪で庵信号を発

：して・ヤ・る嫉ずなりだから）そρ信号を舜嫉点め援助する

ρウミ保育者琶）役害qワ であ逐rこと6』F・ ’1

』弓 1f3⊃・、 さ』

ピ．く2）、rEΦ鍼時樵：・111，二： ∴〆・ 、∫ llうCハリン

ン≦βζρ串蝕’＞ 学鐙　 ； で・C「☆r・填二

』β載珍を月の⑨は西浅黒い顔ジノ黒目瑛ちのレi怠りざ 惚㌧

喪月倒1章志の弦そ・うな眉l　r来字に結ゆだ円舛鵠r型その

戸か ら発せられう言葉嬬，ド』1「ギヤ・ッ！」亡矯う音懸嫉ぎ

，ったび母親から引き離毒れ∫新レい場△旗り景ま範痙宰

・r難5 一
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いうのに，保育者を頼るどころか， 全，く近寄ろう。ともせ

　　　　　　　　　　　　　蕊　』『、　ん’　r』・　　o　
』で

ず，まるで人問というものを恐がっているようにも見え

た。その頃のEは，狼に育でられ施の添を思隊麗』およ

そ人間の子供のイメ・■ジと違って駆たら1∵C一一

　＜園生活めスタ ん・ト＞　．　”　二1 ’いい　亭r

　母親ど登園する。㌧「おはよう」1と声をがけ・る『と』『ギ糸

ヲノ」とどなって矩らてい6て しま・秘呼びかけ番と腕

組みをしてにらんだり，一知らぬ振ウをしたり1 ／どなった

1り。・園庭め1禺で，1地面鱒つづぷし七泣いズいる時な＼どド

抱き・起そう』どずる とすごい勢心・で泣い七麩抗するらrそれ

でも，なれるに従い， 気に入った車を他め争供が使っiて

いると，、「あ一，あ，・あ／」と指さし）まが ら訴えでくるよ

うになった乙一・Eが何を感じたり考えたり七ているのかド

まだまだわからないが，・少むずづ感情を表わすようにな

っ《きたゼど・うやら保育者との信頼関係 も一歩をふみ出
したよ「う←であ’る。・

二・

　・＜保育者セむbを開く2＞∵、こご 二／c

』1レ 前中，一 自由な活動を楽しむ園め生活に｛も慣れでぎた

が，1ホームノレ絶ムに集ま・る1こ乏1 を嫌が る。ファミ・ゾ」

’に所属する2人め保育者のrうちめ1入が， ぞんなEを
fo110w

する， 初めは抱かれる”ごと’さえ拒否していたが1

『だんだん体め堅さがなくなり・ヂ抱か紅たまま，ガラスご

しに集りをみるしやがて1その’ま’ま体をゆすって楽しん

‘だり｝ 保育者に唾をかけ《反応を見たりしているうち忙

抱かれたまま，ヤ部屋1に大る6・宗一ラレを投 げる とヤ受げと

めわざと反対の方‘こ投げ嬉しぞ舜こ笑ろという行動演み

られる1よう！になるる’声をかける乏爽ら二が，すぐ手で顔を

かくしてしまう。少しずつ心が開かれ幼ないけれど心の

ゆきか・う実感がも倭る」

・〈妄心［して遊び比入る＞l　r

　虫と一り，・裏ま』ごと・，7泥遊び，・鉄砲作り，チ’ヤソバラ

等，あちこちでみられる遊ぴをEはじっとみていた後，

横倣活動をはじある5 皿を指む「ア」」と訴え，「お皿

が欲しぴの ㌘』二乏・きぐとI」 夫ぎくうなづく等の活動がふ

「えるばづれ1『r周囲の人達とゐ身振りによるコミュ菖ゲ｛

ンヨソがふえて来た。

訳く衷連とめ出合ヤ、＞～

㌔♪『 天ふの子供：と鉄鞄を作うているどEが来てヂ自分比

も作って欲しいと身振りそ要求じて来るる保育者が作ち

ているのを待っている間に，同じ3』歳あ煎乏追いかけっ

こを始める。つっきあっては楽しそう 邑逸げる。一そして

馳紬来斑雄短鵬合㌧芝顔める轍砲を作っ
（て眺る間に1島5歳あもが抱にr七ら｝評づ」（どし忌ろ言棄を

撒：えるε…物あ三「て〕か ら練習し∫葭壽ち」」も夢 ぐ去え巻よ

制諏る識し6拠何度も仕ぎぢ罐♂う」’と』り・っ七い

・るぎ ・相撲チ鉄棒i 決闘ごづこ等』 身体を使ら二七遊ぶこと

・ボ好き気：仲間とぶつかり合 う楽しざを知づたよ・ケぞあ

る。「いいよ」「バ・オ」「てんてえ（先生）」「あづちj　r肉」

など欝葉がふえるo

＜友達遊びめ深まり〉ン　r・く ＝
・　…’甲’～’

　1男性保育者とめ決闘ごっこが大好きなEは，1その仲間

と共比， 轍け り比夢中になる。・結構むづかしい齪けりも

年長， 年中児k混って楽しんそいた1しデ夫好ぎな Tと一
緒め安定した日凋を過す5ひとしきり罐けりをすると，r

遊びゐ持続時問の長い年畏児達から・は離れ，・幼ないMや

イ喪乏ウルト ラマソごっこや砂遊びを始めるし一色々な傭性

め集まった大きなグループで遊潔こどと，特定の仲間乏

信頼感を深めながら無理なく楽しめることがポ”Eめ生活

を充実したものにしているようでみるガ「Mち奉んゴ「N

ちゃんjF鬼さんこちら』 「ウルト ラマ・ゾ』llなセ1：遊びゃ

友達の名が多くきかれるよろFになる◎1ビて・’ ごr高一』

　』3）Eの4歳時代　　∴』 ！』∴1 ㌃1’＼1 7

』＜リーダ｛あ出現＞　 』い　・ ”一 』’・貢－F
ド…

ば昨年度からの仲間Mとめ結びつきが強くレ新たに1歳

年上め1」・Kがカロわり新力関僚としては縦関孟系が形成rさ

れた6ボス的ぞ力のある11くゴ やざし ぐ潤滑油役めTl』’リ

嵩蒔されるMとE。グル」ヴにリ 鼠ダ」役が出現したと

・とで1保育者から離れヨ彼ら独自の活動が1ぶえるよ罐け

’り1も相変らず好ぎな活動栖は二あっだがレ虫どり＝彰鬼ご苔

こ♪下ラソポリゾ〆ブラシレのi2’人乗吃、相嬢など遊び

め幅も広がり，4・人は一まるで1 人の入商めよ弓’に」体と

1な㌧》て遊んだ。 KはE・をとて二も可憂がり』1 がばみたヴ，・

代弁をしたり，いつもEに無理のない役をわ『りあ《ぎ会

話も rいいよ」rイヤ」rヴソ」・馨で足りる言葉かげをし

更し・るも｝Eに自信〕がづレ・七来たととは智動蚕こ躍動感があ

ふれていることでわかる．「グーどヂ§ ギ1～パ峨‘ゴ「E・1

・おかあさん，』ある（自分の母も持うてい右め意ジな蜜文

章らしき言葉もでてくる。　・ 』・』、1 1・るべ1・∫1 二』”r△’

”＜縦関係の仲問の解体＞’
＝1 』1』誉『…・』”写　13）

　・Eは白分よ・りカゐある件間と遊ぷとと二そ一汰セは得ら

れない遊びの成就感や達成感を味わ婿1』自循むづき窃ま

すます興味や意欲にあふれた生話をするよ1ろになるぎそ

1みそろ対等にぶづかり合づたり，・自力で遊びを創イて行

ぐとと菊必要だど感じた保育者達は，・4天のグループが

やや排他的だったこともあって，グルーブの解体を考え
『る一 ろkなる。盆が支配的になりボ 命令に粛ぢて遊びを

彼の思うままにしていたことも憂慮の一因だぢ1だ。∫叢ず

保育者は，グループに仲間と して加わるぴ案め定，l　lカを

発揮じきれずにいたKが，それにのってきたのでKと離

れぬように年長グループの遊びに誘う。Kが年長児の仲

繭1ク6 一
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問 と遊ぶよ，うに なる』と、∴当然ついて行けないE・は，善以前

が ら時女遊んでいた同年齢の③を求めで行き，．「 待ちが、ま

えでいだ他の保育者の援助により，1⊃G4）仲問に加わぞよ：

うになるず緊 汽 二い　 き』1’t・iモl　r一・＝ 』’，こ 諒ヘゴ頻』ノや 設

』＜対等な仲間関係の中で＞r　l・ l　l洋1 11 、’ 憂　，

　遊びが同じ様であったため，すぐに新しし、仲間ど藪剛

緒に遊ぶ。ン Gが指図する塁とが気に入らな恥Eはp二汀イ

チ，∫ヤ、ソビ！」1じと＆｝づ、てイ也の1グンヒ［，ブの遊びセこスξり、で行

く，など，』・対，等の力関係ならではの光景がみられるず嬢嫁

自分の感じたごと，・』思づ萱とrに従？て行動、しし：1、、主張する1

こ，どがでぎる諏う一にな：奏為同時に，3保護ざれる二とが

なくなヶた ためづ1一1鬼になヶても手加減ざれず或1、・ぞの中で

他φ子供≧・同じよう に群伊ルに従うことも身につけで恥

凌たポ
』’ ” ざ．』一　拷「聖☆ll ㍉　，－』1狩： 』．1．

　）く峨けり．仲間の定着＞ミシ ひ ヌ∵ llil’嵩51 ㌧『

　プG達と街けりやリ、ヒーをすることが日課となサ，1．、1遊び

紳間の人数も増え．る。㌧鬼になると，・．たどたどし矯⇒ヌ5Qま

で数えられるようになる51ぽ た，ヤつかまると助嫉を求め

たりF，獣っかま．費た仲間のために缶を嫉験に》）づたり仲間

同志のかけひきを楽しむよう、になる。「の酵而や高鬼など

括動が変わづて行く1時も’ト1こ，の仲間はく，ずれず，，ずるい

ことをした子供を非難したり、，曳遊びの相談をしたり 〆、は

りき雀した自己主張がみおれるようになる6ン・項。轍♪ll

・：くチレ〔ムプ・ヒ炉の活動を楽竪む＞・llF．r、気　』∫、r進震tl瓦、

，ほ晒け、り、で仲間との連携を知う、た彼等をポ愚嚇ボ貸ルケ

誘う64．つのボ向ををチ←室の仲間で協力．し1譲っので

一ルヘシらr、トするのだからゴ・ 決1してやざじ域雪ξ雪は

ない。r初めは皆羨ボ絶ルの回ワに集まっ，てしまレ告1．縫一

ル琶つかむと』目敵。伺じチ葭ムの者同志がボラールを賓

り合う鶏とも しば．じばだづたが必、ル擁ルや崇勝9ための

方法を理解してめ≦にっれボ白ルをとれな《‘ても嘉試合

そのものを楽、しむようになる♂試合の合い間にはイ甥や

シ三剛トの練習をした畝識》、やなこ’どがあaて心牙胴ム

から抜けられないこともあらて忍耐力や障害をのり、こえ

る喜び 厳味わづたようである♂）1111署，、菰l　l；・甑、二訣

ぎ4，）！、’ の5 歳時代驚、娠二1☆、二ど’ゴ、き延．rlぐ11づン∫レ、、

、く 、くあこがれの年長になる＞．1娯イ、♪ド励骨ン’』☆善跨

・』年畏になると，レ『当番を した1り、轟下の子供の電話をした

り〆とたんに課題がぷえるダ もかもそれは今ま誓あζが

れ～て撫た課題活動であるひ朝ハ動物の崎甥作IUiをするよ

集ま1りの時の司会をする♪食沓め世話をする等黛詠集畏

児は誇ら＝し：さ’と1，霜少無1の 負担こを感 じ一ながお，．それをζこ な

1しズ行1くε1耳φ張り切ケよ1うも同様で添皆の前に立ち声

』一
お》》震滅トllllお蝕しいお弁当ρど1うぞめ一しあがれ」叱不

明瞭ながら六きな声で鼠：う野る斜今では幼稚園の中頴袖

番の年上だ6ン昨年度から、の仲間と元気に遊んでいるび言

葉④方1は助詞がまだ使えな聴が，、二がな．り・文章になづてぎ

ている冨保育者がきき：とれずに・いrる1考，＝て仲間のエ人於

「・一って云ったんだよ」と通訳してくれるこ。ともしばし

ばである！。 ．～
1、・ 享雇、』 1、1 ∵…ジ：汽　、栄弓 』　（ぞ ）

』園生活を送るにあたっては専門家にょ’番アド示イ・を受

けて来た。 シrl　rl　l鵯一r・1讃、』 ・』r 氏 一
L” 1こ』’〆1）

　その1つに「家庭内の指導」5があ吠られ， “具体的な方

決として，実習生である学生に，・．’週や回は園の輿習矯E．

につき，週1回休日：を利用し、て家庭での推導 、（党緒に遊

びながら，その関わり方を母親に見てもらったり，、話レ

合、づたり一する） 1を依頼して来た。り：奪 鰐、

ン〈これがらの課慮＞ン、5二ざ1 f．［ 』、密ご〆＝ 』』勇
示身体を動かすこ：と1が大嫡きで，∴得意な遊びも沢山あ，る：

Elだが，11経験したこ渇のな㌧・活動や製作には全く．自償が

ない6（i また遊びの中鴛きこぞという時恐大胆に試みる』

こ，どが出来るかどう1かぱ仲間同志の評価を大きく左右す

るものであるが，ン最近E¢）そんな自償のなさが仲間の目

には不甲斐なく、みえ魚来たのだろうか，1 ’時々仲間嫉ずれ

に さ尊ている ；とがあξ命失敗を恐れずに何かをしてみ

る場面をぶやじて義＝、：二Eに1むづ之直づと，大らかな人間にな

15、て欲しいと思う，6k i・ポll，訣i くレ、ミ』 　、 ．、亭．（近藤）ll

』醸，慰題麟麺籍鷺』纂譜』襟1

ン・実践例ゆはみ集薗適応がかなり，困難と思われる陣害児

を初め懇受持aた保育煮の記録であるよ、1 丁、牝1・婚』ll』i入

　統合保育を実施するにあたり，まず保育者が直面する

問題は裁障害児峰対する個別指轟が出来れば出来逐狸，

障害児はのびて行くのに，ぐそのために時間をと修れれぱ

とぢれる，程え ll健常児琴の指導疹行き虞、どかなくなうので

をまないカ・‘二礼とレ剖う懸念も1～ジ〕ン奪／罵であ二るら、こレゾこ で些漢層．そ：れ

を母親にも保育に参加してもらうという魂たちで解決し

庸「うどしたもの潭あり，曵現実にこの方法がと疹れて禁る

例は多いよ特に訟障害児詫健常児の別なくみ后熱る入園

当初の混乱から脱し講早qく・初めての集団生活嬉なれさ轄

るためには訟有効な方法φr2豊い‘うことができるる1、 iレ

か1し∫ヤ言己録の中でも指摘されてヤ・るまうに疑母親が保育

に参加することが（もたらす間題も決して少な「く嬉な｛ぐ∋曇

その決定は慎重でなければなちないで湯ろ1う6r ．現に，，母

親の保育参加に疑間をなげかける保育者め多llく浄慈れ等

の人達は証その問題点鴬1して次の様な点をあげ頂レ！｝鴬賦

i￥｛（1）慰保育者の側に，，母親にまかせておけばと婿う蒙易

沓が生1じやす齢51じでニシ矯IFlj揖．ξ熱・ム5ニポで夢

（2）〉その蜜は設保育者を依存的に㌧こ，本人堕関す蚤疑

間は母親に・きけ 嫉良跡直い’う態度を生みやす蜜ε1章鎗う

一177一
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事は保育者と本人との問には，たえず通訳である母が存

在することになり，保育をすすめて行く上でまず大切な

保育者と本人とφ間のラポートの成立を必要以上に遅ら

せてしまう。 』浮

　（3）若い保育者にとっては，母親の存在が精神的負担

になることが多い。

　（4）他の子供と母親との関係が生じた時，保育者とし

ての対処の仕方が問われる。11

・（6）1保育室内での母親の動きに対する指導　．

　（6） ・他の父兄に対する了承の求め方』ll、

等である。．

　いずれも，実践例1に於てもぶつかづた問題であり，．

30～40人の子供を目の前にして現場の保育者にとって

は，どれ』つをとってみても荷の重い問題であろう。 殊

に経験の浅い保育者にとう一ての負担は大きく，．日常の保

育に支障をきたさないためにも，園全体の協力体制，．特

にクラスを持たない園長， 主任等の協力が必要である。

、ただ，』こうした消極的な意見はがり、ではなく保育者が

経験豊かである場合， むしろ良い効果を期待することが

でぎという指摘もなされている。r』即ち，』本人に付き添う．

という のではなく，保育者の仕事を助けてもらうと いう

参加であれぱ1保育への参加はむしろ，・一これまでの母親

の本人に対する接し方がξの誉タもりで必ρ摩か。わが

子についてどの様なとら妨齢雑湯宝瀞蜘る上

で有効であると同時に，両者（母と保育者）．の保育観や

人間観を理解しあうのに最も手取り早い方法となり得る

という 意見であるど　　「　　　『・き 」 恩ン

突践例2は，磯来の保育形態にとらわれず， 集団が決

してこわいものではないという．体験を基盤にド大きな保

育の流れの中で1人間に心をひらいて行ぐ過程，着実に

成畏のステッブをふんでいる自閉児の姿乞そこに見る

こと恭できる。・

　保育者とのラポ［トの成立，色々な所で展開されてい

る自由な活動を見る事から始ま、り，自分の好きな遊びを

通しての仲間ぺの参加，遊びの変化， グル←ブの成立，

固定化したグルーブの解俺等々， Lその変化の要所要所

で指導め適切さ，ミ移行のスムースさは，』まさにこの園の

持つ自閉児へのとり∫くみめ真剣さ故のものであろう。即

ち，・日常生活の中での選択肢の多さはジ 子供にあづた遊

び仲間や遊びぺのそチベ肝ショソを高めるであろ1うし，

意図的に行うたグルーブ解体の折に如何なく発搬された

保育者のチーム・・ワークの良、さは，「従来の保育形態を踏

襲することから抜け出せないところでは出来得ないもの

廼はないだろろか。 といづて，㍗それは保育形態をくずせ

ば出来の』とい うものではない。 自由な場での自由な活動

が中心となるオー ブンシステムの保育の中で，まず要求：

されるのは，いかなる礁態にも対応し，その子供の成畏：

に今，何が必要であるかを的確にとらえ， ：その役割りを

充分に果たせる保育者の存在である。保育形態の再考と

共に，保育の質的な向上に大きな示唆を与えてくれるも・

のであろ．うゲ

　また，・Eが言葉を獲得して行ぐ過程，∫遊ぴや仲間べの

参加の過程で， 周囲の子供達が果たした役割りの大き さ

も・見逃すことは出来ない。・そして，そこに先にもあげた

保育者対健常児， 保育者対障害児の問題への貴重な示唆

をみることが出来る。即ち，統合保育は決して健常児，

或レトは陣害児のいずれか一方の犠牲に於て成立するもの・

ではないと・いうことである。健常児の要求が充分に満た

された時，健常児は，援助を必要としている障害児が受』

けている援助を素直に受入れることがでぎるのである。

健常児なるが故のがまんを強いられたところに共に育つ

統合保育はないはずであるポ言葉の発達の遅れているE．

に対し， Tイイヨ」、「イ，ヤ」等の返事で事足り一る言葉が

けをしているKの感受性のするどさ，．仲間意識，思いや

りに教えられるものは多いじ　　、弓、 』　ゴ、』’1∴』、臼

　更に，家庭の指導と して，一園の爽習生を家庭に派遣し

た試みも新しいものである。そこには実習生と母親と分

関係。目のとどかぬところで関係を持つ実習生の指導分

あり方など，なお多くの問題は存するであろうが， 家庭

での親子の様子を知る， 或いは母親の身体的負担を軽減

する，母親に具体的な実習生と子供とのジかかわり．をみ

て貰う等， 多くの利点がある蛮も見逃せない。・

　以上例1，2，とも統合保育が良い効果をもたらした

実践例であるが， こ．こで共通していえる事は多、 まず第1・

に保育者の持つあたたかさであり， 欲の段階ぺすすまぜ

るためのたゆまざる工夫と努力がある事を指摘する七と

ができる。そして‘それ等の保育者を支えるものとして

の園全体の協力体制，保育者間のチ門』ム㌧彫ウhクの良ざ

も忘れてはならないであろう。、　『　・』　ト「 ㌧、1

　更に，両園とも専F冒家との信頼を基盤と・した連携がと

られている。何も統合保育に限られた事酒はな協が，皐 子

供を育てて行くのにまず必要なのは愛情である。．しか
し， それはあくまでも必要条件であって充分条件ではな

い，．充分条件を満たすものは，子供の発達を正 しくと ら

え， 』子供が，、次の発達を自分のものとするために必要な

援助が何であるかの知識であウ，・その知識を具体化する・

知恵である。保育者養成の過程で障害児保育がまだ確た．

る位置づけを持っていない現在，、・ この充分条件を満たす

・ためにも信頼する専門家との連携は，1統合保育をより」

層効果あるものとするのに役立つはずである。旨・．・
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§5　おわりに

　障害児が健常児と共に学び，共に育つことの意義は確

かに大きい。そして，それが論じられれぱ論じられる程

その趨勢にのり遅れまいとする動き，現代社会が持つ障

害というものに対するミ偏見の否定気，保育者の増員な

ど園としての対応策が，かなり具体的なかたちとなって

あらわれて来たこと，更には，ここ数年の子供の数の減

少という状況も加わり，統合保育は予想以上の推進，発

展をみた。

　しかし，果して受入れが良くなったということだけ

で，障害児の教育問題に前進がみられたといってしまっ

て良いかどうか。確かに，心身ともに正常な発逮をして

いる幼児に対する保育を目的とした幼稚園に，障害児を

受入れることは多くの問題を覚悟しなければならないこ

とであり，当時，卒先してそれを試みたものは，それな

りの児童観，保育観を持っての受入れであった。そし

て，その努力の結集が着実な効果となってあらわれる

と，保育の内容の吟味より，まず健常児の中に入れさえ

すれば必ず良い効果が得られるとの安易な考えが台頭し

はじめたのも礁実である。特にそれは，科学技術の著る

しい進歩に伴い専門性への依存が強くなりつつある社会

状勢の中で，教育の分野に於ても例外ではなく，母親自

身やってみるより，まず専門にまかせた方がよいとする

気運が強まるにつれ一層の拍車がかかった。更に，それ

は出来耽ば障害児として認めたくないという母親にとっ

て歓迎すべき処遇であった。

　しかしながら，・障害児1人1人の発達を保陣するとい

うことは，ただ健常児の中に入れさえすればという程，

おおざっぱなものではないはずである。統合保育の意義

が認められ，量的に急速な発展がみられた今，それに満

足することなく，質の回上ボ望まれなければならない。

統合保育が今後どのような方画に進むかの重要な鍵をに

ぎるのは，あくまでも現場で直接子供とかかわる保育者

であり，その笑践は貴重なものであり，明日の保育の礎

としなければならないはずのものである。

　なお，われわれは文中，健常児，陣児児という言葉を

使って来た。それはあくまでも便宜的なものであり，複

雑な状態像を示す子どもの姿を，この2つの言葉で表現

することの矛盾には充分気のついていることをおことわ

りしおきたいo

o
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